
大3・
ロ

昭2・
1

時枝誠記博士著述目録並びIC研究歴

昭3・
2

昭
4・
3

咽5 

時
枝
誠
記
博
士

著
述
目
録
並
び
に
研
究
歴

(1)
「日
本
に
於
け
る
言
語
意
識
の
発
達
及
び
言
語
研
究の
目
的

と
そ
の
方
法」
(
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
卒
業
論
文)
↓(日)

(2)
鈴
木
腺
の
国
語
学
史
上
に
於
け
る
位
置
(「
国
語
と
国
文
学」

四
の一)
↓(U)

(3)
口
語
文の
本
質
(「
国
語
と
国
文
学」
四
の
四)

(4)
文
法
教
授に
対
す
る
卑
見
(「
国
文
教
育」
五
の
四)

(5)
胡
惜一
日
間一
一は
引
は
国
語
学
関
係
刊
行
書
目
(「
国
語
と
国
文

学」
四
の
五)

(6)
本
居
宣
長
及
び
富
士
谷
成
章
の
て
に
を
は
研
究
に
就い
て

(「
国
語
と
国
文
学」
五
の
二)
↓(日)

(7)
伊
藤
慎
吾
君
著
近
世
国
語
学
史
を
評
す
(「
国
語
と
国
文
学」

六
の
三)
↓(日) 、

書
評
で
あ
る
が 、
学
史
編
述
の
根
本
的
態
度
を

示
し
た
もの

。
欧
米
留

学よ
り
帰
朝
後 、
「
漢
字
漢
語
の
輸
入に
基
づ
く

国
語
学

4 4 5 

昭6・
9

昭7・
4

鈴

木

彦

5 
上
の
諸
問
題」
とい
う
講
義
題
目
の
下
に 、
二
年
間
講
義
が
行
わ

れ
た 。
と
れ
は 、
直
接
活
字
化
さ
れ
な
かっ
た
が 、
後
の
(必)

(mM)
(肝)
お
よ
び
(山)
の一
部
「
言
語
史
を
形
成
す
る
も
の」

の
基
礎
作
業
で
あっ
た 。

O乙
の
年一
月
よ
り
昭8・
3
まで 、
カ
ー
ド

を
と
りつ
つ
「
源
氏

物
語」
を
通
読 。

(8)
古
典
注
釈
に
現
れ
た
語
学
的
方
法
|

特
に
万
葉
仙
覚
抄に
於

け
る
|(背広

域
帝
大
法
文
学
会
論
纂
「
日
本
文
化
叢
考」)
↓(日)

O乙
の
年よ
り
昭問
年
まで
「
中
士口
語
研
究」
の
題
目の
下
に「
源

氏
物
語」
を
テ
キ
ス
ト
と
し
た
国
語
学
演
習
が
京
城
大
学
で
行
わ

れ
る 。

(9)
万
葉
用
字
法の
体
系
的
組
織
に
就い
て
(「
国
語
と
国
文
学」

九
の
五)
↓(日)

(MV
契
沖の
文
献
学の
発
展
と
仮
名
遣
説の
成
長
及σ
そ
の
交
捗
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8 
につ
い
て
ん「
佐
佐
木
信
綱
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
「
日

本
文
学
論

纂」)
(日)
『
国
語
学
史』
(
岩
波
講
座
「
日
本
文
学」)
ζ
の
著
と
以
上

の
諸
論
文
と
の
関
係
を
図
示
す
る
とつ
ぎ
の
よ
う
に
な
る 。

r:---"-ーーー一、、
第 第

部 部
序 序
説 説

昭8・
3
(ロ)
源
氏
物
語
帯
木
巻
冒
頭
の
解
釈
|「

さ
る
は」

に
基い
て
|(「

国
語・
国
文」
三
の一ニ)

(臼)
古
語
解
釈
の
方
法
l「

さ
る
は」
を
中
心
と
し
て
|(「

国
語・

国
文」
三
の
九)

(H)
国
語
学
の
体
系
に
つ
い
て
の
卑
見
(「コ
トパ」

三
の一
二)

(日
月8
日
草)

言
語
を「
も
の」
と
し
て
考
え
る
考
え
方
に
疑

問
を
提
出
し 、
「ご
と」
と
し
て
見る
言
語
本
質
観
を
打
ち
出
す 。

(日)
語
の
窓
味の
体
系
的
組
織は
可
能で
ある
か
(
京
城
帝
大
文

学
会
論
纂
「日
本
文
学
研
究」)

(路)
国
語
の
品
詞
分
類に
つ
い
て
の
疑
点
(「
国
語
と
国
文
学」

一
三
の一
O)

(口)
形
容
詞
形
容
動
詞
の
連
用
形に
於
け
る
述
語
格
と
副
詞
格
と

の
識
別
につ
い
て
(「
国
語
と
国
文
学」
二ニ
の一
O) の

語
義
用
法

9 12 

昭日・
310 10 

昭ロ・
U)
(時)
海
道
記
新
註
続
犯
(「
国
語
教
育」一一
二
の一
-一一)

3
(日)
文の
解
釈
上
よ
り
見
た
助
詞
助
動
詞
(「
文
学」
五
の
三):・

と
の
論
文に
言
語
過
程
説
及
び
時
枝
文
法理
論の
成
立
に
つ
い
て

の
次
の
よ
うな
基
礎
的
意
見
を
見る
と
と
が
で
き
る 。

一

言
語が
人
間の
精
神
活
動で
あ
る
と
と 。

二
解
釈に
基づ
く

言
語
の
考
察
とい
う乙
と
が 、
言
語
研
究に

お
い
て
実
践
的な
重
要な
立
場
で
あ
る
乙
と 。

三
文
意
の
理
解
と
文
法
体
系
と
の
間
に
必
然
的な
つ
な
が
りが

あるべ
き
で
あ
ろ
うと
と 。

6}
(剖)
心
的
過
程
と
し
て
の
言
語
本
質
観
(「
文
学」
五
の
六・
七)

7-

乙
の
論
文は 、
(M)
に
おい
て 、
随
想
的に
示
さ
れ 、
(日)

に
お
い
て
断
片
的
に
示
さ
れ
た
言
語
観
が 、
組
織
化
さ
れ 、
体
系

化
さ
れ
て
真
正
面に
掲
げ
ら
れ
て
い
る 。
そ
し
て 、
こ
の
論
文
の

全
文は 、
部
分
的
修
正
を
加
え
ら
れ
て
は
い
るが 、
殆
ど
そ
の
ま

ま
『
国
語
学
原
論』
に
収
録
さ
れ
て
い
る 。

8
(幻)
語
の
形
式
的
接
続
と
意
味
的
接
続
(「
国
語
と
国
文
学」
一

四
の
八)

日}
(詑)
文
の
概
念
につ
い
て
(「
国
語
と
国
文
学」
一
四
の一
一
-

u-
一一一)

日-
(お)一言
語
過
程に
於
ける
美
的
形
式
につ
い
て
(「
文
学」
五
の

昭
日・
l-

一
一
・

同
六
の一)

5
(但)
言
語
に
於
け
る
場
面
の
制
約
につ
い
て
(「
国
語
と
国
文
学」

一
五
の
五)

(お)
場
面
と
敬
辞
法
と
の
機
能
的
関
係
に
つ
い
て
(「
国
語
と
国

文
学」
一
五
の
六)

(お)
国
語に
対
する
山
本
有三
氏の
意
見
につ
い
て
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昭は・
2

昭日・
2

時枝誠記博士著述目録並び11:研究歴

昭防・
1 10 9 

六の
七)

(幻〉
菊
沢
季
生
氏に
答へ
て
(「
国
語
と
国
文
学」
一
五
の
九)

(却)
国
語
の
リズ
ム
研
究
上
の
諸
問
題
(「
国
語・
国
文」
八
の

一
O)

(却)
敬
語
法
及
び
敬
辞
法の
研
究
(
京
城
帝
大
文
学
会
論
纂
「
語

文
論
叢」)

(叩)
言
語
に
於
け
る
単
位
と
単
語
に
つ
い
て
(「
文
学」
七の
三)

(幻)
昭
和
十
三
年
度
に
於
け
る
国
語
学一
般
の
概
観
(
靖
文
社

「
国
語
国
文
学
年
鑑」
第一
輯)

(詑)
国
語
学
と
国
語の
価
値
及
び
技
術
論
(「
国
語
と
国
文
学」一

七
の
二)

(お)
懸
詞の
語
学
的
考
察
と
そ
の
表
現
美
(
三
省
堂
「
安
藤
教
授

還
暦
祝
賀
記
念
論
文
集」)

(斜)
言
語
に
対
す
る
こ
の
立
場
!

主
体
的
立
場
と
観
察
者
的
立
場

|(「コ
トパ」

二
の
七)

(お)
国
語
学
と
国
語
教
育
(
朝
鮮
教
育
会
「
文
教
の
朝
鮮」
一
七

九)(お)
『
国
語
学
史』
(
岩
波
書
庄)
・

(日)
の
執
筆
態
度と
異な

り 、
(1)
の
執
筆
態
度
に
復
帰 。

(幻)
言
語の
存
在
条
件
l

主
体・
場
面・
素
材
|(「

文
学」
九の

一)(部)
国
語
の
特
質
(
朝
日
新
聞
社
「
国
語
文
化
講
座」
巻
二)

(ω)
『
国
語
学
原
論』
(
岩
波
書
庖):
卒
業
論
文
で
〈
言
語
ト

ハ
何
ゾ
ヤ
?〉
と
疑い 、
〈
言
語ハ
絵
画 、
音
楽 、
舞
踊
ト

等
シ

ク 、
人
間
ノ
表
現
活
動
ノ一
ツ
デ
ア
ル〉
と
考
え
て
か
ら 、
一
八

11 3 2 7 7 12 12 10 

昭
口・
8

昭臼・
5

昭ω・2

昭
加・5

昭幻・
1 9 

年
の
歳
月
を
経
て、
と
と
に一
つ
め
言
語
理
論
の
成
立
を
見
た。

(ω)
朝
鮮
に
お
け
る
国
語
政
策
(「
日
本
語」
ニ
の
八)

(HU)
言
語の
意
味
(
巻
頭
言)
(「
国
語
文化」
三
の
五)

(必)
本
居
宣
長と
鈴
木
膿
|

初
山
踏
と
離
屋
学
訓
に
つ
い
て
|

(「
解
釈
と
鑑
賞」
八
の
九)

(必)
国
学
に
お
け
る
国
語
研
究
と
現
代
国
語
学
の
筋
書
(「
国
語

と
国
文
学」
二
Oの一
O)

(HH)
最
近
に
お
け
る
国
語
問
題
の
動
向
と
国
語
学
(「
日
本
語」

四
の
二)

(必)
言
語
学
と
言
語
史
学
と
の
関
係
(
橋
本
博
士
還
暦
記
念
『
国

語
学
論
集』
(
岩
波
書庖))

(必)
国
語
に
対
す
る
伝
統
論
と
革
新
論
(
巻
頭
言)
(「
国
語
と
国

文
学」
二一
の一
一)

(円引)
橋
本
博
士
と
国
語
学
(「
国
語
と
国
文
学」
二
二
の
五)

(必)
学
聞に
お
け
る
「
人」
と
「
対
象」
と
「
研
究
法」
(
巻
頭

言)
(「
国
語
と
国
文
学」
二
三
の一)

(川崎)
学
界
総
餓
悔
(
巻
頭
言)
(「
解
釈
と
鑑
賞」
一
一
の一一)

(印)
切
替へ
か
手
入
れ
か
|

拙
著
『
国
語
学
史』
の
ζ
と
ど
も
|

(「
信
濃
教
育」
七一
四)

(日)
「な
さ
け」
につ
い
て
l

平
安
朝
生
活
の一
の
理
想
|(「

遠

天」
一
の
六)

(臼)
橋
本
進
吉
博
士
著
作
集
「
国
語
学
概
論」
解
説(
岩
波
書
居)

(臼)
仮
名
交
り
文
に
就い
て
(「
信
濃
教
育」
七
二
O)

(臼)
国
語の
交
通
整
理
(「
会
館
文化」
四
の
二一)
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昭泣・
1}

(日)
国
語
問
題
に
対
す
る
国
語
学
の
立
場

2}
二
四
の一
・一一)

(印)
国
語
審
議
会
答
申
の
「
現
代
か
な
づ
かい」
に
つ
い
て(「
国

語
と
国
文
学」
二
四
の
ニ)

(町)
国
語
規
範
論の
構
想
(「
文
学」
一
五
の
四)

(回)
文
学
に
お
け
る
言
語
の
諸
問
題
(「
国
語
と
国
文
学」
二
四

の
八)

(臼)
中
等
文
法
の
解
説
と
批
判
(
中
教
出
版
社
「
新
し
い
教
室」)

(印)
『
国
語
研
究
法』
(三
省
堂
「
国
語
叢
書」)

(飢)
国
語
に
於い
て
敬語
を
用ゐ
る
意
義(「
季
刊
大
学」
三・
四)

(臼)
西
尾
実
氏の
「乙
と
ば
の
実
態」
に
つ
い
て
(「
国
語
と
国

文
学」
二
四
の一
二)

(臼)
国
語
仮
名づ
か
ひ
改
訂
私
案
(「
国
語
と
国
文
学」
二
五
の

一一一)(悦)
国
語
科
学
習
指
導
要
領
私
案
(
講
読
筋)
(「
新
し
い
教
室」

三
の
三)

(臼)
国
語
教
育
に
お
け
る
古
典
教
材の
意
義
につ
い
て
(「
国
語

と
国
文
学」
二
五
の
四)

(前)
子
供の
名
前
(「
日
読ニ
ュ
ー

ス」
一一二)

(訂)
車
中
漫
想
l

国
文
学
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
l(「

碧
落」
三

の
九)

(回)
活
用
表は
ど
う
し
て
出
来
た
か
(
山
海
堂
「
学
窓」
創
刊

号)(的)
国
語
科学
習
指
導
要
領
私
案
(
文
法
篇)
(「
新
し
い
教
室」

三
の一
二)

昭
お・
3

(「
国
語
と
国
文
学」

2 4 8 9 12 10 9 3 4 5 9 12 12 

昭出・
2phu

 (叩)
『
国
語
科
学
習
指
導
要
領
私
案
|

文
法
篇』
(
中
教
出
版
社)

(礼)
国
語
教
育
に
於
け
る
誤
ら
れ
た
総
合
主
義
と
科
学
主
義
(
健

文
社
「
国
語
国
文
学
教
育
の
方
向」)

6d
(η)
国
語
に
於
ける
変
の
現
象
につ
い
て
(「
国
語
学」
第二
絹)

叩}
(η)
国
語
史
研
究の一
構
想
(「
国
語
と
国
文
学」
二
六
の一
0・

日」
一
一)

日
(丸)
『
国
語
問
題
と
国
語
教
育』
(
中
教
訓
版
社)

ロ
(お)
源
氏
物
語
の
文
章
と
和
歌
(
紫
野
故
郷
舎
「
源
氏
物
語
講

座」
下
巻)

(mm)
平
井目日
夫
氏の
「コ
トパ

の
社
会
性」
を
読ん
で
(「と
と

ば
の
教
育」
一
二
の
五)

(竹)
藤
原
与一
著
『
日
本
語
方
言
文
法の
研
究』
(
書
評)
(
岩
波

書
庖
「
図
書」
八
号)

(mm〉
『日
本
文
法
口
語
筋』
(
岩
波
金
書)

(均〉
ス
タ
ー
リン

「
言
語
学
に
お
け
るマ
ル
クス
主
義」
に
関
し

て
(「
中
央
公
論」
秋
季
特
別
号)

(加)
『
古
典
解
釈
の
た
め
の
日
本
文
法』
(
至
文
堂
「
日
本
文
学
教

養
講
座」
一
四)

(創)
漢
字
政
策
上
の
諸
問
題
(「
国
語
と
国
文
学」
二
八
の一)

(位)
文
学
研
究に
お
け
る
言
語
学
派
の
立
場
と
そ
の
方
法
(「
国

語
と
国
文
学」
二
八
の
四)

(回〉
国
語に
於
け
る
誤
解
と
曲
解
(「
信
濃
教
育」
七
七
三)

(剖)
国
語
教
育
の
あ
り
か
た
(
中
教
出
版
社)

(田山)
国
語
教
育
上
の
諸
問
題
(「
国
語
と
国
文
学」
二
八
の
七)

(邸)
か
き乙
と
ば
(
万
江
書
院
「
国
語
教
育
講
座」
巻一)
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昭幻・
2

時枝誠記博士著述目録並びに研究歴

昭28 
1 1 11 9 

(肝)
国
語
生
活の
歴
史
(
同
右)

(邸)
言
語
の
社
会
性
に
つ
い
て
(「
文
学」
一
九
の
九)

(卸)
文
章
論の一
課
題
(
愛
媛
国
語
研
究
会
「
国
語
研
究」
八)

(卯)
対
人
関
係
を
構
成
す
る
助
詞
助
動
詞
(「
国
語・
国
文」
二

O
の
九)

(川出)
国
語
教
育
と
文
学
教
育
(
教
育
書
林
「
国
語
科
文
学
教
育
の

方
法」)

(位)
国
語
科よ
り
見た
漢
文
復
活
の
問
題
(「
新
し
い
教
室」
七

の
五)
・

(伺)
国
語
学
と
国
語
教
育
と
の
交
渉
(「
国
語
教
育
学
会
紀
要」

第一
集)

(鈍)
S・
I・ハ

ヤ
カ
ワ
氏
著
『
思
考
と
行
動
に
お
け
る
言
語』

(
書
評)
(「
国
語
と
国
文
学」
二
九の
八)

(市山)
言
語
教
育
と
文
学
教
育
(
金
子
書一房
「
教
育
建
設」
8
《
西

尾
実
氏
と
の
対
談》)

〈何)
国
語
政
策
の
盲
点(「
東
京
大
学
学
生
新
聞」
一
三
九
号)

(貯)
文
法
研
究の一
課
題
(「
国
語
学」
第一
一
絹)

(伺)
新
仮
名
遣は
改
善の
余
地
な
き
か
(「
明
日
香
路」)

(的)
国
語
教
育
の
問
題
点
(
教
育
番
林
「
国
語
科学
習
指
導の
方

法」)
(別)
言
語に
お
け
る
主
体
的
な
も
の
(
金
田一
博
士
古
稀
記
念

「
言
語
民
俗
論
叢」
(
三
省
堂))

(m)
金
田一
泰
彦
氏の
不
変
化
助
動
詞
の
本
質
を
読一
ん
で
(「
国

語・
国
文」
ニ
ニ
の
五)

(問)
『
古
典
の
解
釈
文
法』
(
歪
文
堂
《
増
淵
恒
吉
と
共
著》)

12 11 9 5 5 8 9 5 5 5 5 

昭29 
4 1 12 

昭30 
6 6 12 8 

昭
出・1

(即)
言
語
と
生
活
と
の
交
渉
特
に
シ
ャ
l

ル・
パ
イ
イ
の
言
語

学
説
と
の
対
比に
おい
て
(「
国
語
と
国
文
学」一二
Oの
八〉

(山)
「
申
し
た
ま
ふ」
に
つ
い
て
の
考
(「
国
語
と
国
文
学」
三
O

の一
O)

(邸)
文
章
研
究の
要
請
と
課
題
(「
国
語
学」
第一
五
橋)

(邸)
作
文
教
育
の
方
法につ
い
て
(「
実
践
国
語」)

(即〉
『
日
本
文
法
文
語
篇』
(
岩
波
全
書)

(醐)
『
国
語
教
育
の
方
法』
(
習
文
社
「
ζ
れ
か
らの
国
語
教
育
の

た
め
に」
叢
書
第一)

(瑚)
漢
字
制
限の
問
題
点
(
討
論)
(「
国
語
学」
第一
七
輯)

(山)
詞
と
辞の
連
続
非
連
続の
問
題
(「
国
語
学」
第一
九
輯)

(m)
『
国
語
学
原
論
続
篇』
(
岩
波
書
庖)

(山)
文
学
教
育
と
言
語
教
育
(「
信
濃
教
育」
八
二
二〉

(山)
時
代
の
流
れ
(
全
日
本
国
語
教
育
協
議
会
誌
「
国
語
教
育」)

(山)
私
の
弁論
修
業
(
同)

(旧)
話
し
こ
と
ば
の
性
格
(
明
治
図
書
講
座
「
国
語
教
育」
第
三

巻)(山)
石
垣
謙
二
著
『
助
詞の
歴
史
的
研
究』
(
書
評)
(
岩
波
書
庖

「
図
書」
七
五
号)

(山)
繁
明
期の
国
語
学
と
国
語
政
策
論
と
の
交
渉
(「
国
語
と
国

文
学」
三
三
の一)

(国)
『
日
本
文
法
文
語
篇
(
改
訂
版)』
(
岩
波
金
書)

(山)
古
典
教
育
の
意
義
と
そ
の
問
題
点
(「
国
語
と
国
文
学」
三

三
の
四)

(問)
国
語
審
議
会
に
何を
期
待
すべ
き
か

8 10 4 7 10 9 12 3 4 5 
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昭回・
3'EA

 
唱i'i

 
噌よ

昭泊・
2 6 

リ
l」)

(m〉
乙
と
ば
の
機
能
と
人
間
形
成
(
明
治
図
書

育」
第一
巻)

(回)
国
語
教
育に
お
け
る
能
力
主
義
(
同
第
八
巻)

(凶)
竹
岡
正
夫
氏の
詞
辞論
批
判
につ
い
て
(「乙
と
ば
の
教
育」

八
三
号)

(山)
源
氏
物
語
の
国
語
学
的
研
究
(「
国
語
と
国
文
学」
三
三
の

一
O)

(邸)
『
現
代の
国
語
学』
(
有
精
堂)

(邸)
言
語に
お
け
る
伝
言
者の
立
場
に
つ
い
て
(「
国
語
学」
第

二
七
輯)

(即)
言
語の
図
式
的
表
現に
つ
い
て
(
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

「
文
学・
語
学」)

(問)
服
部
四
郎
教
授の「
言
語
過
程
説
につ
い
て」
を
読
む(「
国

語・
国
文」
二
六の
四)

(四)
『
国
語
学へ
の
道一』
(『
国
語
研
究
法』
を
補
訂
改
題)
(
三
省

堂)(m)
長
船
省
吾
氏の
詞
と
辞の
区
別
に
関
す
る
論
文
を
読
む(「
国

語
学」
第
三
O
輯)

(m)
詩
歌に
お
け
る
音
楽
性
につ
い
て
(「
国
語
学」
第
三一
橋)

(印)
文
法
論
と
文
法
教
育
(
明
治
書
院
「
日
本
文
法
講
座」
2)

(問)
条
件
法
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
連
体
形の一
用
法
(「
国
語
と

国
文
学」
三
五
の
二)

(削)
平
家
物
語は
い
か
に
読
むべ
き
か
に
対
す
る一
試
論
(「
国

語
と
国
文
学」
三
五
の
七)

講
座
「
国
語
教

7 9 10 12 12 4 9 9 7 

昭M・
6

昭お・
3

昭36 
11 10 

(印)
平
家
物
語の
異
本
の
成
立
過
程
の一
考
察

国
語
研
究
会
「
国
語
研
究」
第八
号)

(出)
国
語
政
策の
た
め
の
基
礎
的
研
究
につ
い
て

第
三
七
鰭)

(印)
『
古
典
解
釈の
た
め
の
日
本
文
法
(
増
訂
版)』
(
至
文
堂)

(瑚)
文
章
表
現
と
題
材
と
の
関
係
(
明
治
図
書
「
国
語
教
育」
一

のムハ)
(印)
近
世
語
研
究の
意
義に
つ
い
て
(「
国
語
と
国
文
学」
三
六

の一
O)

(凶)
国
語
学
と
国
語
教
育
(
好
学
社
「
中
等教
育
講
座」
国
語
科

篇)(凶)
文
章
研
究の
意
義
と
方
法
(
学
燈
社「
国
文
学」
臨
時
増
刊)

(山)
『
文
章
研
究
序
説』
(
山田
書
院)

(凶)
国
語
史
研
究
と
私の
立
場
(「
国
語
と
国
文
学」
三
七
の一

O)
 

(凶)
国
語
教
育
の
基
礎
的な
諸
問
題
(
牧
書
庖
「
実
践
講
座
国
語

教
育」)

(凶)
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領の
改
訂
に
つ
い
て
(
学
燈
社
「
国

文
学」〉

(凶)
『
国
語
問
題
と
国
語
教
育
(
増
訂
版)』
〈
中
教
出
版
社)

(即)
国
語
問
題
論
議の一
の
重
要な
性
格
(
国
語
問
題
協
議
会
会

報
「
国
語
国
字」)

(国)
現
代
国
語の
特
色
(
講
談
社
「
現
代の
話
し

方
と
文
章」
第

一
巻)

(瑚)
和
歌
史
研
究の一
観
点
(「
国
語
学」
第
四
七
絹)

11 6 8 10 7 10 9 11 12 11 12 

(
国
学
院
大
学
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昭幻・
4pnu

 

時枝誠記縛士著述呂録並びIC研究歴

昭お・
1

(印)
『
国
語
問
題
の
た
め
に』
(
東
大
出
版
会
「
東
大
新
書」)

(m)
「
現
代
国
語」
の
意
義
(
学
燈
社
「
高
等
学
校
国
語
教
育
実

践
講
座」
巻二〉

(印)
漢
文
教
育
に
何
を
望
む
か
(
ア
ン
ケ
ー
ト)

(「
言
語
生
活」

一
三
O
号)

(悶)
人
間
形
成の
た
め
の
作
文
教
育
(「
中
等
教
育
資
料」
一一二

四
号)

(出)
国
語
科の
本
質と
人
筒
形
成
(
明
治
図
書
「
道
徳
の
時
間」

一
五
号)

(市)
改
訂
学
習
指
導
要
領
(
国
語)
を
教
科
書に
具
体
化
す
る
に

つ
い
て
の
諸
問
題
(
学
燈
社
「
国
文
学」
七
の
八)

(邸)
小
著
『
文
章
研
究
序
説』
に
対
す
る
古
田
拡
氏の
批
判
「
言

語の
時
間
性」
に
つ
い
て
を
読
む
(
日
本
文
学
協
会「
日
本
文
学」)

(即)
国
語
教
育は
何
を
教
育
する
教
科
か
(
東
京
寄
籍
「
東
海
の

国
語」
一)

(国)
国
語
教
育
研
究は
ど
う
あ
る
べ
き
か
(
明
治
図
書
「
国
語

教
育」
四
八)

(
悶)
真
理
は
簡
明
平
易で
あ
る(
東
京
書
籍「
教
科
書の
あ
ゆ
み」)

(瑚)
「
現
代
国
語」
の
意
義
(
学
燈
社
「
国
文
学」
臨
時
増
刊〉

(問)
言
語
生
活の
研
究
と
「
現
代
国
語」
(
東
京
書
籍
「
教
室の

窓」
一一一
の一〉

(服)
言
語
過
程
説に
基
づ
く

作
文
教
育
観
(
東
京
書
籍
「
教
室
の

窓」
一
二
の
四)

(問)
読
者の
立
場
と
鑑
賞
者の
立
場

の↓ハ)

6 7 7 7 10 10 12 1 4 6 

(「
国
語
と
国
文
学」

昭却・
l

昭40 
2 12 10 

四
。

(出)
『
改
稿

改
稿)

(悶)
現
代
語
と
現
代の
言
語
生
活
(
明
治
書
院
「
講
座
現
代
語」

1)
 

(出)
国
語
教
育に
求め
る
もの
(
東
京
書籍
「
国
語
か
な
が
わ」)

(即)
一
読
主
義
は
正
しい
読
解
指
導の
目
標
(
明
治
図
書
「
国
語

教
育」
六
三)

(瑚)
「
新
しい
国
語」
の一編
集
に
あ
た
っ
て
(
東
京
書籍
「
教
室

の拘怠」)

(問)
物
語
文
と
説
明
文
(
東
京
書籍
「
東
海の
国
語」
一
O)

(m)
私の
国
語
教
科
書
観
(
東
京
書
籍
「
東
海の
国
語」
一
一)

(m)
国
語
教
育
の
諸
問
題
(
座
談
会)
(
東
京
書籍
「
教
室
の
窓」

一
三
の
五)

(問)
栄
花
物
語
を
読
む
(「
国
語
と
国
文
学」
四一
の一
O)

(m)
近
代
科
学
と
し
て
の
国
語
学
(
毎
日
新
聞
学
芸
欄
)

(山)
国
語
教
育に
お
け
る
文
法
教
育
(
明
治
書
院
「
口
語
文
法
講

座」
1)

(問)
〈
読
む
こ
と〉
の
研
究
ーと

の
研
究
課
題
の
意
味
する
もの

|(「
国
語・
国
文」
三
四の
二)

(m)
言
語
過
程
説の
成
立
と
そ
の
展
開
(「
国
語
学」
第
六
O
輯)

(問)
国
語
教
育に
お
け
る
〈
練
習〉
に
つ
い
て(
東
京
書
籍
「
国

語
と
う
きょ
う」
三
の一)

(m)
国
語
教
育
の
指
導
原理
の
必
要
性
(
明
治
図
書
「
国
語
教

育」
七
七〉

(m)
国
語
学は
改
築
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
(「
駒
沢
大
学
新
聞」

6 12 5 6 6 2 3 4 4 5 

思
語
教
育の
方
法』
(
有
精
堂 、
昭
和
二
九
年
版
の
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一
四一)

(削)
文
章
と
読
解
指
導
(
東
京
書
籍
「
読
解
指
導」〉

(m)
言
語に
おい
て
「
意
味」
と
は
何
か
(「
教
育
日
本
新
聞」)

(邸)
私
の
学
説
と
方
言
(「
言
語
生
活」)

(即)
文
章
表
現の
特
質
|

古
田
拡
氏の
反
論
に
答
へ
て
|(

明
治

図
書
「
国
語
教
育」
八
九)

4'
 

(山胤m)
現
代の
言
語
生
活
と
国
語
教
育
(q「

凍加鳴仰の
国
語
教
室」仏恥叫

「
九
州の
国
語」
創
刊
号
「
四
国の
国
語」

恥)

(邸)
言
語・
文
'立の
描
写
機
能と
思
考の
表
現
(
早
大
国
文
学
会

編
「
国
文
学
研
究」
第三
四
集)

4-
(問)
文
章の
性
格
と
読
解
の
方
法
(「と
う
ほ
くの
国
語
教
室」

5-
一一
五)

(m山)
思
考の
表
現
と
し
て
の
言
語・
文
章
(「
教
育
研
究」一一一

の
七〉

(mm)
詞
辞
論の
立
場
か
ら
見た
吉
本
理
論
(日
本
文
学
協
会
「
日

本
文
学」
一
五
の
八)

(mm)
平
安
時
代の
生
活の一
環
と
し
て
の
和
歌
生
活
|

源
氏
物
語

を
資
料
と
し
て
|(

角
川
書
底
「
国
語
科
通
信」)

(瑚)
国
語
授
業
と
道
徳
授
業
との
本
質
的な
逮
ひ
と
は
な
に
か
|

国
語
教
育
研
究
者の
立
場
か
ら
|(

明
治
図
書「
国
語
教
育」
九
七)

(肌)
鈴
木
股
と
「
雨
夜
の
品
定」
論
(「
朝
日
新
聞b・s・
予
定

原
稿

(
即)
鈴
木
肢の
学
説
につ
い
て
l

活
語
断
続
譜・
言
語
四
種
論
を

中
心
に
1(

鈴
木
股
顕
彰
会
講
演)
↓(瑚)

(即)
文
章
研
究の
基
礎
理
論
(
早
大
国
語
学
会
連
続
講
座
諮

5 

昭41 
1 11 6 8 11 

昭必・
56 

昭必・
7・
1

演〉
↓(
即)

ζ
の
講
座は 、
昭4
年・
4
月よ
り
目
月
に
至
る
ま
で
に
五
回 、

入
院
の
た
め
中
絶 、
昭必
年5
月
再
開
後
三
回 、
計
八
回
行
な
わ

れ
た
もの
で
予
定の
約
半
分
を
残
し
て
と
れ
が
最
後
と
なっ
た 。

(削)
監
修
者の
と
と
ば
(
明
治
書
院
「
講
座
日
本
語の
文
法」

第3
巻
・

以
下の
各
巻
に
あ
り)

(邸)
文
法
体
系
と
言
語
観
(同)

以
下
遺
稿
に
よ
る 。

日
(邸)
言
語
に
お
い
て
文
法
と
は
何
か
(
同
第2
巻)

ロ
(郎)
文
法
教
育
上
の
諸
問
題
(
同
第4
巻)

以
下
講
演の
録
音テ
l

プ
に
よ
る 。

昭
円相・
l

(瑚)
「
時
枝
文
法」
の
成
立
と
そ
の
源
流(
同
第1
巻ョ
(印)

の
文
字
化)

3(
予
定)
(瑚)
言
語
過
程
説の
基
礎
に
あ
る
問
題(
同

に
至
る
八
回
の
講
演の
文
字
化)
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別
巻
(問)

梨
大
学




